
「設置の趣旨等を記載した書類」に関係する資料

目次 --- p. 31 
1． 国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する --- p. 33 

有識者会議報告書－概要
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第
3 期

第
4 期

第
5 期

第
6 期

H
28

H
29

H
30

H
31

H
32

H
33

H
36

H
39

H
42

H
45

H
47

小
学

校

生
徒
数

10
3,

74
7 

10
2,

32
5

10
0,

71
5 

99
,0

51
 

97
,7

45
 

95
,3

12
 

90
,6

19
 

86
,2

45
81

,8
71

77
,4

97
 

74
,5

81
 

前
年
差

-1
,3

58
-1

,4
42

-1
,6

10
 

-1
,6

64
 

-1
,3

06
 

-2
,4

33
 

-1
,6

14
 

-1
,4

58
 

-1
,4

58
 

-1
,4

58
 

-1
,4

58
 

生
徒
数

/ 教
員

1 人
11

4.
8 

14
.6

14
.4

 
14

.3
 

14
.1

 
13

.9
 

13
.4

 
12

.9
 

12
.4

 
11

.9
 

11
.5

教
員
数

6,
99

5 
6,

99
4 

6,
98

0 
6,

94
6 

6,
93

7 
6,

84
7 

6,
75

8 
6,

68
6 

6,
60

8 
6,

52
3 

6,
46

3 
前
年
差

12
-1

-1
4 

-3
3 

-9
 

-9
0 

-3
4 

-2
5 

-2
7 

-2
9 

-3
1 

中
学

校

生
徒

数
55

,2
35

53
,8

88
53

,4
45

 
52

,6
19

 
51

,6
04

 
51

,4
29

49
,2

86
 

47
,5

91
45

,8
96

44
,2

01
43

,0
71

前
年

差
-5

66
 

-1
,3

47
 

-4
43

 
-8

26
 

-1
,0

15
 

-1
75

 
-1

,0
73

 
-5

65
 

-5
65

 
-5

65
 

-5
65

 
生
徒
数

/ 教
員

1 人
12

.9
 

12
.9

 
12

.8
 

12
.7

12
.7

 
12

.6
 

12
.3

 
12

.1
 

11
.9

11
.6

 
11

.5
 

教
員

数
4,

26
8 

4,
18

7 
4,

16
9 

4,
13

0 
4,

07
6 

4,
08

8 
3,

99
4 

3,
93

3 
3,

87
0 

3,
80

4
3,

75
8 

前
年

差
-1

2
--

81
 

-1
8 

-3
9 

-5
4 

12
 

-6
1 

-2
1 

-2
1 

-2
2 

-2
3 

小
中

教
員

計
(a

)
11

,2
63

 
11

,1
81

 
11

,1
48

11
,0

76
 

11
,0

13
10

,9
35

 
10

,7
52

10
,6

19
10

,4
78

10
,3

27
10

,2
21

定
年

退
職

予
定

数
(b

)
29

2 
32

8 
40

2 
38

7 
40

4 
39

4 
38

8 
39

6 
28

8 
20

5
17

4 
退

職
後

人
数

(c
 =

 a
-b

)
10

,9
71

 
10

,8
53

 
10

,7
46

 
10

,6
89

 
10

,6
09

 
10

,5
41

 
10

,3
64

 
10

,2
23

 
10

,1
90

 
10

,1
22

 
10

,0
47

 
採

用
予

定
数

(a
 ‒

前
年

度
c)

38
4 

42
4 

42
4 

33
0 

32
4 

32
6 

31
5 

31
3 

25
0 

18
0 

14
8 

県
内

採
用

者
( 過

去
3 年

占
有

率
11

%
)

36
 

41
 

47
 

36
 

36
 

36
 

35
 

34
 

27
 

20
 

16
 

卒
業

者
数

( 卒
業

者
に
占
め
る
割

合
20

%
)

15
2

15
7 

23
5 

18
0 

18
0 

18
0 

17
5 

17
0 

13
5 

10
0 

80
 

新
卒

者
県

内
( 正

規
) 占

有
率

9.
38

 
9.

67
 

11
.1

 
10

.9
 

11
.1

 
11

.0
11

.1
10

.9
 

10
.8

11
.1

 
10

.8
 

卒
業

生
全

体
に
占

め
る
割

合
23

.7
 

26
.1

 
20

.0
 

20
.0

 
20

.0
 

20
.0

 
20

.0
 

20
.0

20
.0

 
20

.0
 

20
.0

 

栃
木

県
教

員
採

用
の

推
計

、
宇

都
宮

大
学

の
卒

業
者

（
入

学
定

員
）
推

計
予

測
資

料
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※
宇
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宮

大
学
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H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
6

H
3
9

H
4
2

H
4
5

H
4
7

生
徒

数
1
0
3
,9

9
0

1
0
2
,3

1
0

1
0
1
,0

0
6

9
9
,1

4
2

9
6
,8

6
9

9
4
,5

1
8

8
7
,3

9
1

8
1
,5

4
1

7
5
,6

9
1

6
9
,8

4
1

6
5
,9

4
1

前
年

差
-
1
,8

3
7

-
1
,6

8
0

-
1
,3

0
4

-
1
,8

6
4

-
2
,2

7
3

-
2
,3

5
1

-
2
,3

0
2

-
1
,9

5
0

-
1
,9

5
0

-
1
,9

5
0

-
1
,9

5
0

教
員

1
人

あ
た

り
生

徒
数

1
5
.1

0
1
4
.9

0
1
4
.7

0
1
4
.5

0
1
4
.2

0
1
4
.0

0
1
3
.1

0
1
2
.3

0
1
1
.6

0
1
0
.8

0
1
0
.3

0

教
員

数
6
,8

9
1

6
,8

8
2

6
,8

5
5

6
,8

2
8

6
,8

0
1

6
,7

7
4

6
,6

9
3

6
,6

1
2

6
,5

3
1

6
,4

5
0

6
,3

9
6

前
年

差
-
4
6

-
9

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

-
2
7

生
徒

数
5
5
,9

5
7

5
4
,4

2
1

5
3
,8

1
1

5
2
,8

1
7

5
2
,0

9
6

5
2
,0

0
8

4
8
,9

9
8

4
7
,0

7
2

4
5
,1

4
6

4
3
,2

2
0

4
1
,9

3
6

前
年

差
-
7
8
7

-
1
,5

3
6

-
6
1
0

-
9
9
4

-
7
2
1

-
8
8

-
1
,3

7
5

-
6
4
2

-
6
4
2

-
6
4
2

-
6
4
2

教
員

1
人

あ
た

り
生

徒
数

1
3
.4

0
1
3
.2

0
1
3
.1

0
1
2
.9

0
1
2
.8

0
1
2
.9

0
1
2
.3

0
1
2
.1

0
1
1
.8

0
1
1
.5

0
1
1
.3

0

教
員

数
4
,1

6
7

4
,1

3
8

4
,1

1
4

4
,0

9
0

4
,0

6
6

4
,0

4
2

3
,9

7
0

3
,8

9
8

3
,8

2
6

3
,7

5
4

3
,7

0
6

前
年

差
-
3
3

-
2
9

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

-
2
4

1
1
,0

5
8

1
1
,0

2
0

1
0
,9

6
9

1
0
,9

1
8

1
0
,8

6
7

1
0
,8

1
6

1
0
,6

6
3

1
0
,5

1
0

1
0
,3

5
7

1
0
,2

0
4

1
0
,1

0
2

定
年

退
職

予
定

数
3
7
0

3
7
4

3
6
0

3
8
0

3
8
6

3
4
6

3
6
0

3
1
2

1
8
5

1
6
2

1
9
2

退
職

後
人

数
1
0
,6

4
6

1
0
,6

0
9

1
0
,5

3
8

1
0
,4

8
1

1
0
,4

7
0

1
0
,3

0
3

1
0
,1

9
8

1
0
,1

7
2

1
0
,0

4
2

9
,9

1
0

3
2
6

2
9
5

3
2
3

3
0
9

3
2
9

3
3
5

2
8
1

2
2
9

1
4
8

1
3
2

1
3
1

県
内

採
用

者
数

（
2
5
%

）
7
1

7
1

8
1

7
7

8
2

8
4

7
0

5
7

3
7

3
3

3
3

卒
業

者
数

（
3
4
%

）
2
1
9

2
2
9

2
3
8

2
2
6

2
4
1

2
4
7

2
0
6

1
6
8

1
0
9

9
7

9
7

2
1
.7

8
2
4
.0

7
2
5
.0

8
2
4
.9

2
2
4
.9

2
2
5
.0

7
2
4
.9

1
2
4
.8

9
2
5
.0

0
2
5
.0

0
2
5
.1

9

3
2
.4

2
3
1
.0

0
3
4
.0

3
3
4
.0

7
3
4
.0

2
3
4
.0

1
3
3
.9

8
3
3
.9

3
3
3
.9

4
3
4
.0

2
3
4
.0

2
卒

業
生

に
占

め
る

割
合

採
用

予
定

数

中
学

校

小
学

校

小
中

教
員

計

新
卒

者
県

内
占

有
率

群
馬

県
教

員
採

用
の

推
計

、
群

馬
大

学
の

卒
業

者
（
入

学
定

員
）
推

計
予

測

第
4期

第
5期

第
6期

※
群

馬
大

学
に
よ
る
推

計
予

測
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栃
木

県

国
語

数
学

理
科

社
会

英
語

保
体

音
楽

美
術

家
庭

技
術

宇
都

宮
大

学
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Ａ
大

学
○

○

Ｂ
大

学
○

○
○

○

Ｃ
大

学
○

Ｄ
大
学

○

E
大

学
○

F
大

学
○

○
○

○

群
馬

県

国
語

数
学

理
科

社
会

英
語

保
体

音
楽

美
術

家
庭

技
術

群
馬

大
学

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

G
大

学
○

○
○

Ｈ
大

学
○

○
○

Ｉ大
学

○
○

Ｊ
大

学
○

○

Ｋ
大

学
○

○

Ｌ
大

学
○

Ｍ
大

学
○

○

Ｎ
大

学
○

Ｏ
大

学
○

○

栃
木

・
群

馬
両

県
内

大
学

の
小

学
校

・
中

学
校

教
科

免
許

状
況

小
学

校
中

学
校

小
学

校
中

学
校

資
料

‐3
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採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）
　教員としての基
礎・基本を理解する
とともに、教職生活
全体を通して自律的
に学び続けようとす
る強い意志をもって
いる。

　教育活動に必要な基礎的・基
本的な知識・技能を身に付ける
とともに、同僚からの助言等を
得ながら職務を遂行している。

　専門的な知識・技能や、新た
な教育課題に対応する実践的指
導力を身に付けるとともに、同
僚と協働しながら職務を遂行し
ている。

　学校の課題解決を目指し、組
織を活性化させたり企画力・実
践力を発揮したりするなど、ミ
ドルリーダーとして学校運営に
積極的に参画している。

　教職生活を通して培った経験
のもとリーダーシップを発揮
し、学校の教育目標の達成を目
指して積極的に学校経営を支え
続けている。

〇学習指導に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）
　学習指導の基礎・
基本を理解するとと
もに、指導力の向上
を目指して学び続け
ようとする強い意志
をもっている。

　学習指導の基礎・基本を身に
付けるとともに、児童生徒の実
態をとらえ、同僚からの助言等
を得ながら、指導の工夫・改善
を図っている。

　指導資料の活用や研修会への
参加、同僚との情報交換等を通
して、児童生徒の主体的な学び
を促す学習指導の工夫・改善を
図っている。

　学習指導上の課題解決に向け
た対策を積極的に提案するとと
もに、学年や部、教職員間の連
絡・調整及び実践においてミド
ルリーダーとしての役割を果た
している。

　若手・中堅教員等に学習指導
の範を示すとともに、課題解決
に向けて、教育課程の見直しや
授業改善等にリーダーシップを
発揮している。

　教育目標の実現に
向けて、指導計画に
基づいて学習指導を
行うことの大切さを
理解している。

　学習指導要領や年間指導計画
等に基づき、指導目標や評価計
画、指導内容等を適切に設定し
て学習指導案を作成している。

　学習指導上の課題を把握し、
同僚と情報交換を行いながら指
導計画の工夫・改善を図ってい
る。

　学年間の接続や教科横断的な
視点などから、学校全体を視野
に入れた指導計画の工夫・改善
を図っている。

　学校の教育目標の実現に向け
たカリキュラム・マネジメント
の改善・充実にリーダーシップ
を発揮している。

授業の基本技
術

　話し方、板書の仕方、発問の
仕方等の基本技術を身に付ける
とともに、児童生徒の理解度や
反応などを的確に捉え、同僚の
助言等を得ながら、指導方法の
工夫・改善に努めている。

　研修会への参加や同僚との情
報交換等を通して、授業力の向
上に積極的に取り組んでいる。

　児童生徒の実態を踏まえ、教
科や学年を越えて同僚と協働し
ながら、授業力の向上に積極的
に取り組んでいる。

　教職生活を通して培った授業
力をもとに同僚への支援・助言
を行うなど、学校全体の授業力
の向上に積極的に取り組んでい
る。

教材研究 　授業のねらいを明確にすると
ともに、ＩＣＴ機器などの教
材・教具を工夫するなど、児童
生徒の理解を深めるための指導
の工夫を行っている。

　研修会への参加や同僚との情
報交換等を通して、児童生徒の
理解を深めるための教材の開発
や指導の工夫に取り組んでい
る。

　教科横断的な視点を踏まえ、
教科や学年を越えて同僚と協働
しながら、教材の開発や内容配
列の工夫に取り組んでいる。

　教材の選定や指導方法、指導
形態等について研究を続けると
ともに、同僚への支援・助言を
積極的に行っている。

　指導と評価の一体
化を進める大切さを
理解している。

　児童生徒の学習状況を確実に
把握し指導に生かすことができ
るよう、同僚からの助言等を得
ながら評価方法の工夫・改善に
努めている。

　児童生徒の学習状況をより多
面的に把握し指導に生かすこと
ができるよう、同僚と協働しな
がら評価方法の工夫・改善に努
めている。

　学習指導上の課題を踏まえ、
改善に向けた評価方法等につい
て同僚と協働しながら組織的に
研究、実践している。

　指導と評価が一体となった評
価方法等について研究を続ける
とともに、同僚への支援・助言
を行っている。

〇児童・生徒指導に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）
　児童・生徒指導の
基礎・基本を理解し
ているとともに、指
導力の向上を目指し
て学び続けようとす
る強い意志をもって
いる。

　児童・生徒指導の基礎・基本
を身に付けるとともに、児童生
徒の実態をとらえ、同僚からの
助言等を得ながら、指導の工
夫・改善を図っている。

　指導資料の活用や研修会への
参加、同僚との情報交換等を通
して、指導の工夫・改善を図っ
ている。

　児童・生徒指導上の課題解決
に向けた対策を積極的に提案す
るとともに、学年や部、教職員
間の連絡・調整及び実践におい
て、ミドルリーダーとしての役
割を果たしている。

　若手・中堅教員等に児童・生
徒指導の範を示すとともに、課
題解決に向け、指導計画の見直
しや関係機関等との連携等に
リーダーシップを発揮してい
る。

児童生徒理解 　日常的な関わりや同僚からの
情報を得ながら、児童生徒の性
格や心身の状況等の把握に努め
ている。

　同僚と積極的に情報交換を行
うなどして、児童生徒の多面
的・多角的な理解に努めてい
る。

　児童生徒一人一人に関する
様々な情報を学年や学校全体で
共有できるよう、教員間の連
絡・調整に当たっている。

　児童生徒理解に関する専門的
な知識を身に付け、同僚への支
援・助言を行っている。

信頼関係づく
り・教育相談

　カウンセリングマインドを
もって児童生徒一人一人に共感
的、受容的に接し、信頼関係の
構築に努めている。

　研修等を通して教育相談の基
本を学び、児童生徒の相談を受
け止め、適切に対応することに
より、信頼関係を築いている。

　児童生徒の悩み等を的確に把
握し、問題解決に向けて同僚と
協働しながら対応している。

　児童生徒への教員の関わり方
を観察し、教育相談の活用や、
信頼関係づくりの具体的な方策
等について、支援・助言を行っ
ている。

予防的・開発
的な児童・生
徒指導

　基本的生活習慣を身に付けさ
せる指導に、同僚からの助言等
を得ながら取り組んでいる。

　集団指導や個別指導を通し
て、自己指導能力を育む児童・
生徒指導に同僚と協働しながら
取り組んでいる。

　児童生徒の自己指導能力を育
む方策を積極的に提案するとと
もに、学年や部を越えて実践で
きるよう連絡・調整に努めてい
る。

　自己指導能力を育む児童・生
徒指導があらゆる場面で展開さ
れるよう、指導法や指導体制の
充実にリーダーシップを発揮し
ている。

問題行動等へ
の対応

　組織的な対応の重要性を理解
するとともに、日頃から児童生
徒の様子を観察し、問題行動等
の未然防止、早期発見、迅速な
対応に努めている。

　事例研究等を通して問題行動
等への対応について理解を深め
るとともに、問題行動等に対し
て同僚と協働しながら対応して
いる。

　問題行動等の背景、原因を的
確に把握し、解決のための方策
を考えるとともに、関係職員と
連携しながら組織的に対応して
いる。

　家庭や専門機関等と連携・協
働した問題行動等への対応方法
を身に付け、学校全体の組織体
制の充実にリーダーシップを発
揮している。

特別活動、進
路指導等への
取組

　特別活動や進路指導等の意義
を理解し、同僚からの助言等を
得ながら指導している。

　キャリア教育の視点をもち、
同僚と協働しながら、個に応じ
た適切な指導を行っている。

　学校の特色を生かした効果的
な特別活動、進路指導等の在り
方について具体策を考え、同僚
と協働しながら組織的に取り組
んでいる。

　学校全体で効果的な特別活
動、進路指導等が組織的に実施
されるよう、リーダーシップを
発揮している。

栃木県教員育成指標(教諭)

児童生徒へ
の指導・援
助

児童生徒と
の信頼関係
の構築

指導計画等の立案・実施

評価の工夫

指導方法・
教材研究の
工夫

　授業展開の仕方や
教材研究の進め方を
理解している。

　児童・生徒指導に
おける児童生徒理解
と信頼関係づくりの
大切さを理解してい
る。

　児童・生徒指導の
意義とともに、いじ
め、不登校等への対
応の基本について理
解している。

全体指標

学習指導全般

児童・生徒指導全般

とちぎの求める教師像

～自信と誇りをもって子どもたちと向き合える教師～
人間性豊かで信頼される教師

幅広い視野と確かな指導力をもった教師

教育的愛情と使命感をもった教師

資料-4
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〇参画・経営に関する指標

採用時の姿
ステージⅠ

（おおむね1年目～5年目）
ステージⅡ

（おおむね6年目～10年目）
ステージⅢ

（おおむね11年目～19年目）
ステージⅣ

（おおむね20年目～）
　組織の一員として
自分の役割を果たそ
うとする強い意志を
もっている。

　「報告・連絡・相談」を確実
に行うとともに、同僚からの助
言等を得ながら、校務分掌の遂
行に当たっている。

　社会の変化に目を向け、広い
視野をもつとともに、同僚と協
働しながら校務に組織的に取り
組んでいる。

　学校経営上の課題解決に向け
た対策を積極的に提案するとと
もに、学年や部、教職員間の連
絡・調整及び実践において、ミ
ドルリーダーとしての役割を果
たしている。

　リーダーシップを発揮しなが
ら同僚の意欲の向上や組織力の
強化を図るとともに、学校の教
育目標の達成に向けて積極的に
学校経営に参画している。

　校務の一端を担
い、組織の一員とし
て働くことの大切さ
を理解している。

　担当する校務分掌について、
同僚からの助言等を得ながら、
迅速・正確に処理している。

　担当する校務分掌について、
同僚と協働しながら、工夫・改
善しながら取り組んでいる。

　校務分掌への取組を通して学
校の課題を把握し、他の校務分
掌との連携を図りながら、改善
に努めている。

　学校の教育目標の達成に向け
て校務分掌に取り組むととも
に、組織間の連携が図られるよ
う、同僚への支援・助言に積極
的に取り組んでいる。

　学級・学年経営の
一員として、組織的
に対応することの大
切さを理解してい
る。

　学年主任や他の担任の助言等
を得ながら、学びに向かう集団
に高めていくための学業指導の
充実に取り組んでいる。

　担当する学級及び学年の現状
を把握し、同僚と協働しなが
ら、学級・学年経営に参画して
いる。

　学校の教育目標等に基づき、
同僚と協働しながら、よりよい
学級経営・学年経営を目指し
て、工夫・改善に取り組んでい
る。

　学年全体の学級経営の現状を
把握し、学校の教育目標等の実
現に向けて、リーダーシップを
発揮しながら、組織的な学年経
営に取り組んでいる。

　組織の一員とし
て、組織的に対応す
ることの大切さを理
解している。

　「報告・連絡・相談」を確実
に行いながら、校内組織での自
らの役割を果たしている。

　学校経営方針を理解し、同僚
と協働しながら、校務に組織的
に取り組んでいる。

　学校組織マネジメント、カリ
キュラム・マネジメントについ
て理解し、学校の教育目標の達
成、学校経営上の課題の解決の
ために積極的に取り組んでい
る。

　学校の教育目標の達成や学校
経営上の課題の解決に向けた組
織体制づくりにリーダーシップ
を発揮しているとともに、同僚
への支援・助言を積極的に行っ
ている。

　全ての教育活動の
基盤となる安全確保
の重要性について理
解している。

　同僚からの助言等を得なが
ら、教育環境、教育活動の安全
確認に努めている。

　学校の安全計画を理解し、同
僚と協働しながら確実な実施に
努めている。

　安全担当者等と協働しなが
ら、事故の未然防止に努めると
ともに、安全上の課題の把握に
努め、その解消に速やかに取り
組んでいる。

　日頃より事故の未然防止に努
めるとともに、事故発生を想定
した具体的な対応について、同
僚と十分に共通理解を図り、支
援・助言を行っている。

　家庭・地域・関係
機関等と連携・協働
することの大切さを
理解している。

　学習指導、児童・生徒指導を
はじめとする校務全般におい
て、同僚からの助言等を得なが
ら、家庭や関係機関等との連
携・協働に努めている。

　学校内外の関係者との情報交
換を積極的に行い、家庭や関係
機関等との連携・協働の促進に
努めている。

　家庭や関係機関等との連携・
協働がより効果的なものとなる
よう、学校内外の関係者との連
絡・調整を積極的に行ってい
る。

　家庭や関係機関等への情報提
供や連携・協働の方法につい
て、同僚への支援・助言に努め
るとともに、校内の組織体制づ
くりにリーダーシップを発揮し
ている。

〇意欲・態度に関する指標

採用時の姿

教育的愛情 　児童生徒に教育的愛情をもって接している。

信念、熱意 　正しい信念のもと、熱意と使命感をもって仕事に取り組んでいる。

人権尊重の精
神

　人権尊重の観点を重視し教育活動を行っている。

誠実・品位 　礼儀正しい態度で誠実に仕事に取り組んでいる。

公正 　偏りがない見方・考え方で公正に勤務している。

法令の遵守 　職務・勤務の在り方を自覚し、厳正に勤務している。

責任感 　責任をもって職務を遂行している。

寛容性 　異なる意見・立場を尊重し、職務にあたっている。

協調性 　同僚と協調して職務にあたっている。

　自己の能力向上のために、研究と修養に取り組んでいる。

ステージⅠ～ステージⅣ

　教育的愛情と使命
感をもった教師にな
るという強い意志を
もっている。

誠実・品
位、公正、
法令の遵守
等

研修に対する意欲

責任感・寛
容性・協調
性等

参画・経営全般

教育的愛
情・熱意

家庭・地域・関係機関等と
の連携

学級・学年経営・参画

校務分掌への取組

学校経営への参画

日常の教育活動における安
全確保
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Ⅰ　群馬県が求める教員像

Ⅱ　ステージごとの求める資質能力

群馬県教員育成指標の概要
平成２９年１２月

群馬県教育委員会

２ 幅広い視野と高い専門性を有する教員

○教科等に関する専門的な知識や技能を有し、主体的・対話的で深い学びにより、群馬の子

供たちに「時代を切り拓く力」を育むことができる。

○情報化やグローバル化など社会の変化をとらえ、専門性を高めるために日々努力し、学び

続けることができる。

○児童生徒の実態や発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性を尊重し、その可能性を最大限

に伸ばすとともに、共生社会の形成を目指すことができる。

○学校教育目標の実現に向けて、保護者や地域の思いや願いを生かしながら、組織的・計画

的に教育活動を行うことができる。

教職課程修了時

１ 社会人としての優れた識見を有する教員

○広く豊かな教養を身に付け、社会人として適切に判断して行動することができる。

○高い倫理観と規範意識を備え、児童生徒の鑑（手本）となる言動をとることができる。

○自らの職責を自覚し、責任をもって職務を遂行することができる。

３ 豊かな人間性とコミュニケーション能力を有する教員

○教育的愛情と指導への情熱をもち、多様な考えや特性を認めながら児童生徒の可能性を伸

ばすことができる。

○組織の一員としての自覚をもって連携・協力するとともに、互いに高め合うことができる。

○郷土の歴史や文化、生活等について理解し、保護者や地域、関係機関等と連携することが

できる。

群馬県の教員としての基礎的素養

教育的愛情・情熱 使命感・責任感 規範意識・人権感覚 コミュニケーション能力 学び続ける姿勢

キャリア段階Ⅲ

資質向上 ・充実期 資質発展 ・円熟期

＜管理職＞

○ 学校経営に関する

専門的知識

○ リーダーシップ

○ 判断力・決断力

○ マネジメント力

○ 人材育成力

○ 危機管理能力

など

基礎形成期
管理職

＜教職課程修了時＞

○ 児童生徒への

教育的愛情

○ 教職の意義や

教員の役割等に

ついての理解

○ 学習指導等に

ついての基礎的

・基本的な知識

○ 社会人として

の常識・識見

○ 郷土(ふるさと

群馬)への理解

など

＜キャリア段階Ⅲ＞

○ 学校全体の課題を把握する力

○ 課題解決に向けて具体策を提案する力

○ 組織的な取組に向けた企画力・調整力

○ 若手教員を育成する力

○ 保護者や地域との協力体制を築く力 など

＜キャリア段階Ⅰ＞

○ 児童生徒理解

○ 基礎的・基本的な指導力

○ 組織の一員としての自覚

○ 自己の課題を把握する力

○ 保護者や地域と連携する力 など

＜キャリア段階Ⅱ＞

○ 実践的な指導力

○ 周囲の教職員に助言する力

○ 関係する教職員と連携する力

○ 学校経営に積極的に参画する力

○ 保護者や地域と協働する力 など

キャリア段階Ⅱキャリア段階Ⅰ
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る
。

　
採

用
は

小
学

校
の

方
が

中
学

校
の

2
倍

程
度

と
、

小
学

校
が

主
と

な
っ

て
い

る
。

栃
木
県
・
群

馬
県

教
員

採
用

試
験

に
お

け
る

宇
都

宮
大

学
・

群
馬

大
学

の
学

生
の

状
況

県
内

採
用

合
格

者
採

用
合

格
者

(
宇

都
宮

大
学

)
配

属
先

試
験
区
分

資
料

‐５
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